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アルフアルファコーティング種子の混播ならびに

雑草との競合条件下における初年目の生育特性

内山和宏・我有満*・山口秀和・津井 晃
(北農試、*現在、長野畜試)

寒冷寡照地帯である根釧地域に適応するアルファ lレファに必要な特性のーっとして、初年目の生育

(初期生育)に優れ、越冬前まで十分な株の大きさを確保することが求められている ILまた、アル
フアルファの定着に関しては、雑草との競合が大きな問題であり、乙れに打ち勝つために初期生育に

優れることが求められる。

初期生育の改良に関しては、育種的なアプローチももちろん必要で、あるが、栽培的側面からのアプ

ローチも必要と考えた。そのーっとして、コーティング種子の利用を考えた。アルフアルファコーテ

イング種子は、種子に根粒菌、殺菌剤、石灰などをコートしたものであり、根粒菌の早期着生等の理由

により、アルフアルファの初期生育を良好にすると考えられているo

本報告では、ア lレ7 7 )レファにとってストレスがかかる 2つの栽培条件下で、根粒菌を粉衣した普

通種子と比較する乙とにより、コーティング種子の有効性を検討した。その一つは、生育初期におけ

る雑草との競合条件下であり、もう一つは、オーチヤードグラスとの混播条件下である口

『材料と方法』

(1) 雑草との競合条件下での試験

① 試験配置……分割区法(2段分割法)、 3反復(1区3nf、畦間50cmの条播)

主試験区……品種:3つ (Vertus，Vela，キタワカパ)

副試験区……除草の有無:早期に除草を行った区(除草区)と 1番草の刈取直前まで除草を

遅らせた区(無除草区)

副々試験区……コーティングの有無:コーティング種子と根粒菌を粉衣した普通種子

②施肥

肥料は、年合計でアー lレあたり N: P205 : K20 = O. 5 : 0.9 : 0.9 kgを、基肥として 7

割、 1番草刈取後に2割、 2番草刈取後に l割施用した。また、基肥として熔燐6.25kg/ (l・

石灰30kg/。も施用した。

③試験経過

播種は5月20日に行い、播種量はアールあたり普通種子で 1009、コーティング種子は普通

種子の約1.5倍の重量なので1509とした。除草を遅らせた区(無除草区)は8月'12日(雑草の

種類……ヒエ、ナズナ、シロザ、オオツメグサなど)に除草をし、 1番草の刈取は8月29日に

行った。 2番草の刈取は10月23日に行った。

(2) 混播条件下での試験

① 試験配置……分割区法、 3反復(1区4nf、散播)

主試験区……品種:2つ(Vertus，キタワカパ)
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副試験区……コーティングの有無:コーティング種子と根粒菌を粉衣した普通種子

②施肥

肥料は、アールあたり N: P 205 : K20 = O. 7 : 1. 1 : 1. 1 kgを基肥として7割、 1番草

刈取後に2割、 2番草刈取後に1割施用した。また、基肥として熔燐6.25kg /α と石灰30kg/ 

。も施用した。

③ 試験経過

播種は5月21日に行い、播種量はアールあたり普通種子で1009、コーティング種子は 150

9とした。オーチヤードグラス(品種「オカミドリ J)を 1509 /α を同時に播種した。 1番

草の刈取は8月30日に行い、 2番草の刈取は10月23日に行った。

『結果』

(1) 雑草との競合条件下での試験

① 葉色に関しては、 l番草では、コーティング種子の方が濃かった口また、除草区の万が無除

草区より濃かった(図 1A)o 2番草でも、コーテイング種子の方が濃かったが、除草の処理

聞に差はなかった(図 1B)。

② 1番草刈取後、二週間目の再生は、コーティング種子の万が、再生が良好であり、除草区の

万がよい傾向がみられた(図 1C )。

③ 乾物収量に関しては、 1番草では、コーテイング種子と普通種子の聞に大きな差はなかった

が、両種子において除草区の収量が高かった。 2番草では、コーテインクゃ種子の収量が高かっ

た。除草処理聞には、大きな差はみられなかった(図 1D)。

④ 草丈に関しては、 1番草ではコーテイング種子と普通種子の聞に、差はみられなかった。除

草区の草丈が高かった。 2番草では、コーティング種子の草丈が高い傾向がみられ、除草区の

万が高かった(図 1E )。

⑤ 乾物率は、 l、2番草ともコーティング種子の万が低く、さらに除草区の万が低かった(図

1 F )。
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雑草との競合条件下における試験結果図1

混播条件下での試験

葉色は、両番草でコーテイング種子の万が濃かった(図 2A)。

マメ科の乾物収量は、

① 

(2) 

2番草ではコーテl番草ではコーテイングの有無に関係なかったが、② 

2番草ではコーティング種子の万が高かった(図2C):， 
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インクゃ種子の方が高かった(図 2B )。

1番草では差がなかったが、草丈も、③ 



J. Hokkaido G rass 1. S ci. 26: 89 -92 (1992) 
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図2 混播条件下における試験結果

『考察』

両試験の結果より、 1番草では、普通種子と比べるとコーテインク。種ー子の万が葉色が濃かったが、

乾物収量と草丈には差がなかった。 2番草になると、葉色が濃いだけでなく、乾物収量と草丈にも

はっきりと差がみられた。乙れは、葉色から判断すると、根部での根粒菌の着生程度の違いがl番

草ですでに現れていたが、まだ地上部の生育量を表わす乾物収量や草丈に大きな差がで、なかったと

考えられる。 2番草になるとその差が地よ部にも現われてきたと考えられる。

本報告の結果から判断すると、コーティング種子は、根粒菌の早期着生等の理由により、アルフ

アルファの初年目の生育を良好にすると考えられ、根釧地域などにおいて初年目のアルファ Jレファ

の十分な生育を確保し、越冬させ、 2年目以後の良好な草地の確保するための一つの手段として有

効であると思われる。

コーティング種子の有効性が地上部の生育(収量)，乙現われてくるのは l番草の刈取以後であり、

l番草では収量や草丈にはっきりした差がみられなかった乙とから、雑草との初期の競合における

コーテインク9種子の有効』性についてはさらに検討を要すると考えられる。

なお、本試験を行うにあたり、コーティング種子の提供をいただいた雪印種苗技術研究所の石井

氏、ならびにタキイ種苗の荒木博氏にお礼を申し上げます。
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